
　　環境調査事業”カワラノギク育成相模川神川橋下”での活動報告 (7)
　

１）台風６号大雨の影響で上流のダムが7/20（水）早朝に放流を行い、上流の神沢河原や下流の神川橋下圃場が一面冠水してカワラノギクが影響受けました。 

２）神沢河原で増水で根が抜けた苗を相模原の小西さんが拾い集め養生してくれました。7/24（日）もらい受けて下流の神川橋下に移植した作業の報告です。 

【上流・神沢河原で流された苗】 

・ダム放流による増水の影響で玉石

から抜けて根が出てしまいました。こ

れを小西さんが拾ってバケツで養生

してくれました。感謝、感謝です。 

【成長した苗は多く残っています】 

・2年、3年草は茎の部分の葉を枯らし

て倒れそうになりながらもしっかりと

立っています。増水の時間が短かっ

たのが幸いしたようです。 

【神川橋下圃場に移植前の苗】 

・上流から持ってきた苗は３６０本を

数えました。スコップとシャベルで乾

いた圃場に移植します。 
 

【上流からの移植スタート】 

・記念の第一歩の鍬（スコップ）入れを

行う峯谷代表。河原ではスコップも簡

単に入らず大苦戦。結局、シャベルで

少しづつ掘りました。 

【移植後の苗と圃場育ちの苗】 

・４時間半かけてやっと３６０本が植え

終わりました。弱っていますが根付い

てくれるのを願うばかりです。 
 

【川からの水運びと水やり】 

・川から圃場までは１００ｍ強あります。

両手にポリタンクを下げて何度も往復

しました。様子をみながら電動ポンプ

購入も検討したいですね。 

【7/3１（日）1週間後の移植した苗】 

・３人（石田、峯谷、中門）での毎日水

やりと後半の恵みの雨で半数以上が

根付きそうです。 １９１本青葉が残っ

ていました。 

【圃場育ちの苗】 

・３日間の恵みの雨で圃場で生まれ

た苗も大きく成長しました。他の草も

雨の影響で成長が進んでいます。草

取りも重要になってきています。 

2011年７月2４日（日） 10時00～17時30分 移植作業  

2011年7月25日（月）～移植苗と圃場幼苗への水やり  記：中門
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